
92A485 

システム必要条件 

 

 

SAS Profitability Management 2.2 
 

このドキュメントは、SAS Profitability Management 2.2のインストールと実行のための必要条件を記

載しています。SAS Profitability Management 2.2をインストールする前に、最低条件を満たすように

お使いのシステム環境をアップデートする必要があります。このドキュメントに記載されているシ

ステム必要条件は、次のとおりです。 

 サーバーの必要条件：ハードウェアとソフトウェア 

 クライアントの必要条件：ハードウェアとソフトウェア 

詳細は、SAS テクニカルサポートにご連絡ください。最寄りの SAS 社の窓口は、SAS インストー

ル担当者または SAS サポートコンサルタントにお問い合わせください。または、Web サイト

（http://www.sas.com/japan/corporate/index.html）を参照してください。 

http://www.sas.com/japan/corporate/index.html


2 SAS Profitability Management 2.2システム必要条件 

配置 

SAS Profitability Management 2.2は、Windowsまたは UNIXオペレーティングシステムの複数のマシ

ンにインストールすることができます。下記は、もっとも複雑な配置の例です。 

1. サーバーマシン１：Web Server 

2. サーバーマシン 2：Workspace Server、OLAP Server、Transaction Assignment Server 

3. サーバーマシン 3：Metadata Server （既存のMetadata Serverでもかまいません） 

4. サーバーマシン 4（オプション）：Database Server 

SAS Profitability Management Client は、Windows オペレーティングシステム上でのみ使用可能です。

次の表は、SAS Profitability Management Mid-Tier のオペレーティングシステム別の利用可能なプロ

ダクトを一覧にしたものです。 
 

ミドル層 

アーキテクチャ 
データベース Webサーバー 

Windows 2003 32-bit 

Windows 2003 64-bit 

Windows 2008 32-bit 

Windows 2008 64-bit 

SASデータセット JBoss、 

WebLogicまたは、 

WebSphere 

（64-bit Windowsのみ） 

Microsoft SQL Server 

Oracle 

MySQL 

Solaris SASデータセット WebLogic 

Oracle 

MySQL 

AIX SASデータセット WebSphere 

Oracle 

MySQL 

Linux SASデータセット JBossまたは、WebLogic 

Oracle 

MySQL 

サーバーの必要条件 

モデルおよび関連する分析キューブの数とサイズは、ハードウェアに関連するすべてのパフォーマ

ンスに影響を与えます。特定のサーバープラットフォームが適しているかどうかは、主としてデー

タの容量に左右されます。ここに示す、最小限および推奨する構成のハードウェア、プラットフォ

ームは、目安として参照してください。最小のサーバー構成は、ソフトウェアの実行と比較的小規

模な分析の実行に必要なだけの構成になっています。データ容量が増えるにつれて、実行時間も長

くなります。より高速な実行の実現には、ある段階でハードウェアのアップグレードの検討が必要

になることが考えられます。 



SAS Profitability Management 2.2システム必要条件 3 

 

サーバーハードウェアの必要条件 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

ハードウェア この構成は、サイズの小さなトランザ

クションテーブル（期間あたり 1000

万トランザクションまで）で、レポー

ト参照者 10人までの場合に推奨され

るものです。 

 

1） Unified Server（X86、X86-64、

PowerPC、または、SPARC）： 

2GHz以上の CPU 2つ、4GBの

RAM、200GBの空きディスク容

量（モデル、トランザクションテ

ーブル、およびキューブで使用）
1
  

この構成は、サイズが中程度のトラン

ザクションテーブル（期間あたり 1億

トランザクションまで）で、レポート

参照者 50人までの場合に推奨される

ものです。 
2
 

 

1） Web Server（X86、X86-64、

Power PC、または SPARC）： 

2GHz以上の CPU2つ、4GB以上

の RAM、100GBの空きディスク

容量 

 

2） Metadata Server
3
（X86、X86-

64、Power PC、または 

SPARC）： 

2GHz以上の CPU 2つ、4GB以上

の RAM、100GBの空きディスク

容量 

 

 

3）  Workspace Server, OLAP Server 

and Transaction Assignment 

Server（ x86、X86-64、 Power 

PC、 または SPARC）： 

2GB以上の CPU 4つ、8GBの

RAM、800GBの空きディスク容

量（拡張ハードディスクサブシス

テムを備えていることが望まし

い） 

 

 

1
 計算されるOLAPファクトテーブル（Calculating OLAP fact table）は、何百ギガバイトもの追加デ

ィスク容量が必要になることがあります。記憶されているディスク容量は、一般的な使用を想定し

た推定値です。個別のインストールで使用される実際のディスク容量は、実行する分析の種類と数

によって異なります。詳細は、営業担当者またはテクニカルサポートにお問い合わせください。 

2
サイズの大きなトランザクションテーブルを使用する場合、または、レポート参照者が多い場合は、

SASテクニカルサポートにお問い合わせください。 

3
通常のインストールでは、Metadata Server マシンは、ほかのすべての SAS アプリケーションがイ

ンストールされたマシンと同一筐体になります。このマシンは、SAS Profitability Management 専用

にする必要はありません。 
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Unified Serverマシンのソフトウェアの必要条件 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

Windows Server 2003 SP2（32-bit

または、64-bit）、 

IBM AIX 6.1（Power PC）または、 

Solaris Version 10（SPARC） 

RedHat Linux 5（64-bit） 

Windows Server 2008 R1 SP2

（32-bitまたは、64-bit）、 

Windows Server 2008 R2 SP1

（32-bitまたは、64-bit）、 

IBM AIX 6.1（Power PC）また

は、 

Solaris Version 10 Update 1

（SPARC）   

RedHat Linux 5（64-bit） 

SAS 

コンポーネント 
SAS Web Report Studio 4.3 

SAS Server Base SAS 9.2 M3および 

SAS Metadata Server 9.2 M3および 

SAS Workspace Server 9.2 M3および 

SAS OLAP Server 9.2 M3および、 

RDMSにアクセスする場合、それに対応した SAS/ACCESSプロダクト 

Web Server 次のいずれか： 

JBoss 4.2 

Oracle WebLogic Server 10.3 

IBM WebSphere 6.1（Fix Pack 

6.1.0.17を適用したもの） 

次のいずれか： 

JBoss 4.3 

Oracle WebLogic Server 10.3 

IBM WebSphere 7（Fix Pack 

6.1.0.21を適用したもの） 

Java 

SDK 

JBoss 4.2 

または、 

4.3 

Windows：Java 2 SDK 5 Update 15 

（32-bit版には、32JDK、64-bit版には、64 JDKが適合） 

Solaris：Java 2 SDK 5 Update 12（64-bit）  

Java SR5a 64-bit, 5.0.0.130ファイルセット 

Linux：Java 2 SDK 5 Update 14（64-bit） 

WebLogic 

10.3 

Windows：Java 2 SDK 6 Update 16 

（32-bit版には、32JDK、64-bit版には、64 JDKが適合） 

Solaris：Java 2 SDK 6 Update 16（64-bit）  

IBM JDK 6 SR4 + IZ51489+IZ45701+IZ52413+IZ52880+IZ53551 64-bit  

Linux：Java 2 SDK 6 Update 16（64-bit 

WebSphere 

6.1 

または、 

7.1 

IBM WebSphere Application Serverのための JDKをダウンロードする必

要はありません。 IBM WebSphere Application Serverは、自動的にイン

ストールされて、IBM WebSphereに使用される特定のバージョンの

IBM JDKを含めて提供されます。 

Java診断ツール JUnit 3.8.1 JUnit 4.0 

Optional RDMS Server 

4
 

（SASをすべての必

要なデータセットとし

て使用できます。） 

Microsoft SQL Server 2005 SP3 

Standard Edition、 

My SQL Server 5.0.805 5 
、 

My SQL Server 5.0.865 5 
、 

Oracle Server 11gR1 

Microsoft SQL Server 2008 SP3 

Standard Edition、 

My SQL Server 5.0.805 5 
、 

My SQL Server 5.0.865 5 
、 

Oracle Server 11gR2 

Java Runtime 

Environment（JRE） 

Windows Server：JRE 6  Update 14 （32 bit 

Solaris：JRE 5  Update 12 （32 bit） 

IBM JRE 6 SR3, 6.0.0.75 file set, pap3260sr3-20081106_07 

Linux：JRE 5  Update 14 （32 bit） 

４ 
SAS/ACCESSプロダクトは、RDMS別に必要です。 

5 
MySQL データベースを使用する SAS Performance Management Solution（SAS Financial 
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Management、SAS Human Capital Management、SAS Strategy Management）をインストールする

予定であれば、それらを先にインストールしてください。 

Web Serverマシンのソフトウェアの必要条件 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

Windows Server 2003 SP2（32-bit

または、64-bit）、 

IBM AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit） 

Solaris Version 10（SPARC）   

次のいずれか： 

Windows 2008 Server R1 SP2

（32-bitまたは、64-bit）、 

Windows 2008 Server R2 SP1

（32-bitまたは、64-bit）、  

IBM AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit）、 

Solaris Version 10 Update 1

（SPARC）  

SAS 

コンポーネント 
SAS Web Report Studio 4.3 

Web Server 次のいずれか： 

JBoss 4.2 

Oracle WebLogic Server 10.3 

IBM WebSphere 6.1（Fix Pack 

6.1.0.21を適用したもの） 

次のいずれか： 

JBoss 4.3 

Oracle WebLogic Server 10.3 

IBM WebSphere 7（Fix Pack 

7.0.0.5を適用したもの） 

Java 

SDK 

JBoss 4.2 

または、 

4.3 

Windows：Java 2 SDK 5 Update 15 

（32-bit版には、32JDK、64-bit版には、64 JDKが適合） 

Solaris：Java 2 SDK 5 Update 12  

IBM JDK 6 SR4 + IZ51489+IZ45701+IZ52413+IZ52880+IZ53551 64-bit   

Linux：Java 5 Update 14（64-bit） 

 

WebLogic 

10.3 

Windows：Java 2 SDK 6 Update 14 

（32-bit版には、32JDK、64-bit版には、64 JDKが適合） 

Solaris：Java 2 SDK 5 Update 12（64-bit）  

IBM JDK 6 SR4 + IZ51489+IZ45701+IZ52413+IZ52880+IZ53551 64-bit  

Linux：Java 2 SDK 6 Update 16（64-bit） 

WebSphere 

6.1 

または、 

7.1 

IBM WebSphere Application Serverのための JDKをダウンロードする必

要はありません。 IBM WebSphere Application Serverは、自動的にイン

ストールされて、IBM WebSphereに使用される特定のバージョンの

IBM JDKを含めて提供されます。 

Java診断ツール JUnit 3.8.1 JUnit 4.0 

Java Runtime 

Environment（JRE） 

Windows Server：JRE 6  Update 14 （32-bit） 

Solaris：JRE 5  Update 12 （32-bit） 

IBM JRE 6 SR3, 6.0.0.75 file set, pap3260sr3-20081106_07 

Linux：JRE 5  Update 14 （32-bit） 
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Metadata Serverマシンのソフトウェアの必要条件 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

Windows Server 2003 SP2（32-bit

または、64-bit）、 

IBM AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit） 

Solaris Version 10（SPARC）   

次のいずれか： 

Windows 2008 Server R1 SP2

（32-bitまたは、64-bit）、 

Windows 2008 Server R2 SP1

（32-bitまたは、64-bit）、  

IBM AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit）、 

Solaris Version 10 Update 1

（SPARC）  

SAS Server Base SAS 9.2 M3および SAS Metadata Server 9.2 M3 

Java Runtime 

Environment（JRE） 

Windows Server 2003：JRE 5  Update 15 （32-bit） 

Windows Server 2008：JRE 6  Update 14 （32-bit） 

Solaris：JRE 5  Update 12 （32-bit） 

IBM JRE 6 SR3, 6.0.0.75 file set, pap3260sr3-20081106_07 

Linux：JRE 5  Update 14 （32-bit） 

Workspace Server、OLAP Server および Transaction Assignment 
Server マシンのソフトウェアの必要条件 

OLAP およびトランザクション割り当て処理は、本質的にディスクを多用するものであるため、こ

のコンピュータには、より大量のデータスループットのための拡張ハードディスクサブシステムを

実装することを推奨します。 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

Windows Server 2003 SP2（32-bit

または、64-bit）、 

IBM  AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit）、 

Solaris Version 10（SPARC）   

Windows 2008 Server R1 SP2

（32-bitまたは、64-bit）、 

Windows 2008 Server R2 SP2

（32-bitまたは、64-bit）、  

IBM  AIX 6.1（Power PC）、 

RedHat Linux 5（64-bit）、 

Solaris Version 10 Update 1

（SPARC）  

SAS Server Base SAS 9.2 M3 

SAS OLAP Server 9.2 M3 

SAS Workspace Server 9.2 M3 

RDMSにアクセスする場合は対応する SAS/ACCESSプロダクトも必要 

Java Runtime 

Environment（JRE） 

Windows Server 2003：JRE 5  Update 15 （32-bit） 

Windows Server 2008：JRE 6  Update 14 （32-bit） 

Solaris：JRE 5  Update 12 （32-bit） 

Linux：JRE 5  Update 14 （32-bit） 

AIX：Java 6 SR3, 6.0.0.75 file set、pap3260sr3-20081106_07 

Java診断ツール JUnit 3.8.1 JUnit 4.0 

Operational RDMS 

Serverツール 

（SAS データセット

をデータとして使用し

ない場合） 

MySQL GUI Tools Bundle for 5.0（このマシン上にデータベースが存在し

ない場合） 

４ 
SAS/ACCESSプロダクトは、RDMS別に必要です。 
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クライアントの必要条件 

必要なハードウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ 2.0 GHz 2.0 GHz以上 

メモリ 2GB 2GB以上 

ハードディスク 4GBの空きディスク容量／システムドライブ上に 2GBの利用可能なス

ペースがあること 

スクリーンの解像度 1024x 768ピクセルの画面領域お

よび High Color（16-bit）ディスプ

レイ 

1280 x 1024ピクセルの画面領域お

よび True Color（32-bit）ディスプ

レイ 

必要なソフトウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

Windows XP Professional SP3（32-bit）、 

Windows Vista （Enterprise、Business、または Ultimate 32-bit Edition）

（32-bit） 

Windows XP Professional x64 Edition（32-bit互換モード）、 

Windows Vista （Enterprise、Business、または Ultimate 64-bit Edition、

32-bit互換モードで使用） 

Windows 7 （Enterprise、Business、または Ultimate 32-bit Editionまた

は、64-bit Edition上で 32-bit互換モードで使用。） 

Webブラウザ Windows XP：Microsoft Internet Explorer 6.0 SP3  

Windows XP／Windows Vista：Microsoft Internet Explorer 7.0 

Windows 7：Microsoft Internet Explorer 8.0 

Java Runtime 

Environment（JRE） 

Windows XP：JRE 5  Update 15 （32 bit） 

Windows Vista／Windows 7：JRE 6 Update 14（32-bit） 

Java診断ツール JUnit 3.8.1 JUnit 4.0 

Optional Data Base 

 

使用するデータベース

を一つ選択してくださ

い。 

Microsoft SQL Server JDBC version 

2.0および、Microsoft SQL Server 

2005 Client Tools 

MySQL Connector/J_5.0.8また

は、 

Oracle Database 11g Release 1 

（10.2.0.4）JDBC Driversおよび

Oracle Database 11g Client Tools 

Microsoft SQL Server JDBC version 

2.0および、Microsoft SQL Server 

2008 Client Tools 

MySQL Connector/J_5.0.8また

は、 

Oracle Database 11g Release 2 

（10.2.0.4）JDBC Driversおよび

Oracle Database 11g Client Tools 
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SAS Metadata Server 

Metadata Serverのシステム必要条件は、次の場所から参照可能です。 

http://www.sas.com/japan/service/resources/sysreq/index.html 

Application Server（ミドル層）のインストール 

必要なソフトウェア 

このサーバーは、SAS Profitability Management のアプリケーションをホストします。次のリストに

あるサーバーを別のコンピュータに分ける必要はありません。 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティングシステム 次のいずれか： 

 Windows 2003 Server SP2

（64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server R1 

SP2（32-bitまたは 64-bit） 

 Windows 2003 Server R2 

SP1（32-bitまたは 64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

Citrix 
1
（オプション） Citrix Presentation Server 4 Citrix Presentation Server 4 

Webサービス 次のいずれか： 

 JBoss 4.2.0 EAP 

 Oracle WebLogic Server 10.3 

 IBM Web Sphere 7 

 

次のいずれか： 

 JBoss 4.2.0 EAP 

 Oracle WebLogic Server 10.3 

 IBM Web Sphere 7 

 

メッセージキュー Java Message Services

（JBoss、WebLogicまたは、

WebSphereのWebサービスに

含まれます） 

Java Message Services

（JBoss、WebLogicまたは、

WebSphereのWebサービスに

含まれます） 

その他のオペレーティング

システムコンポーネント 

SAS Web Infrastructure Platform 

9.2 M3 

 

使用している場合は、SSAS 

 

Microsoft .NET Framework 2.0 

SP2 

SAS Web Infrastructure Platform 

9.2 M3 

 

使用している場合は、SSAS 

 

Microsoft .NET Framework 2.0 

SP2 

データアクセス
2
 

 

データベースのタイプに 

依存 

次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server JDBC 

Driver version 2.0および

Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/J-5.0.8 

 Oracle Database 11g

（11.1.0.6）JDBC Driversお

よび、Oracle Database 11g 

Client Connectivity Tools 

 

次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server JDBC 

Driver version 2.0および、

Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/J-5.0.8 

 Oracle Database 11g

（11.1.0.6）JDBC Driversお

よび、Oracle Database 11g 

Client Connectivity Tools 

Java 

 

 

JBoss 

4.2/4.3 

EAP 

Java SDK Update 15 for 

Windows 

Java 5 SDK 5 Update 15 for 

Windows 

http://www.sas.com/japan/service/resources/sysreq/index.html
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オペレーティ

ングシステム

とWebサー

バー用に 1つ

選択してくだ

さい。 

WebLogic 

10.3 

Java SDK 6 Update 16 Java SDK 6 Update 16 

WebSphe

re 7 ND 

Java SDK 6 Update 16 Java SDK 6 Update 16 

Java診断ツール JUnit 4.0 JUnit 4.0 

１ 必要に応じて、Citrix Presentation Server を使用することで、ゼロ･フットプリント（zero-footprint）クライア

ントから SAS Profitability Managementの機能へのアクセスが可能です。Citrixソフトウェアの使用は、必須では

ありません。 

2
 データベースが SAS Profitability Management のアプリケーションサーバーと別のコンピュータ上にインスト

ールされている場合、データベースの Client Connectivity Toolsを SAS Profitability Managementのアプリケーシ

ョンサーバーがインストールされているマシン上にインストールする必要があります。Client Connectivity Tools

のパッケージは、ドライバと SAS Profitability Management のアプリケーションサーバーがリモートコンピュー

タ上のデータベースにアクセスする際に使用するその他のコンポーネントをインストールします。より詳細な

情報は、使用するデータベースの Client Connectivity Toolsのインストールドキュメントを参照してください。 

必要なハードウェア 

モデルおよび関連する分析キューブの数とサイズは、ハードウェアに関連するパフォーマンスに影

響を与えます。特定のサーバープラットフォームが適しているかどうかは、主にデータ容量に左右

されます。ここに示す、最小限および推奨しているハードウェアプラットフォームの構成は、目安

として参照してください。最小のサーバー構成は、ソフトウェアの実行に必要なだけの構成になっ

ています。データ容量が増えるにつれて、実行時間も長くなります。より迅速な処理を実行するた

めに、いずれサーバーのハードウェアのアップグレードが必要になることが考えられます。 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ Dual Processor 32-bit、2.0 GHz Quad Processor 64-bit、3.0 GHz 

メモリ 8 GB – JBoss使用の場合、スワッ

プファイルサイズは物理メモリの

2倍と同等であること。 

 

12 GB – WebLogicまたは

WebSphereを使用の場合、スワッ

プファイルサイズは物理メモリの

2倍と同等であること。 

12 GB – JBoss使用の場合、スワ

ップファイルサイズは物理メモリ

の 2倍と同等であること。 

 

20 GB – WebLogicまたは

WebSphereを使用の場合、スワッ

プファイルサイズは物理メモリの

2倍と同等であること。 

ハードディスク 5 GB（インストールと一時ファイ

ルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加デ

ィスク容量は、モデルの数、サイ

ズおよび複雑さによって異なりま

す。 

5 GB（インストールと一時ファイ

ルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加デ

ィスク容量は、モデルの数、サイ

ズおよび複雑さによって異なりま

す。 

ネットワーク帯域幅 予定されている同時接続ユーザー

あたり、128kの利用可能な帯域幅 

予定されている同時接続ユーザー

あたり、128kの利用可能な帯域幅 
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Database Server 

このサーバーは、SAS Profitability Management のデータベースをホストします。前述のサーバーと

マシンを分ける必要はありません。パフォーマンスの理由から、OLAP Server と統合することも可

能です。 

必要なソフトウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server SP2

（64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server R1 

SP2（32-bitまたは 64-bit） 

 Windows 2003 Server R2 

SP1（32-bitまたは 64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

データ

ベース 

Microsoft 

 

Windowsでの

み使用可能 

Microsoft SQL Server 2005 

Standard Edition SP3 

（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server 2005 

Enterprise Edition SP3 

（32-bitまたは、64-bit） 

Microsoft SQL Server 2008 

Standard Edition SP1 

（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server 2008 

Enterprise Edition SP1 

（32-bitまたは、64-bit） 

Oracle Oracle 11g（11.1.0.6） Oracle 11g（11.1.0.6） 

MySQL MySQL Server 5.0.80（32-bit） 

MySQL Server 5.0.86（64-bit） 

MySQL Server 5.0.80（32-bit） 

MySQL Server 5.0.86（64-bit） 

必要なハードウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ デュアルプロセッサ 32-bit、 

2 GHz 

 

クアッドプロセッサ 64-bit、 

3.0GHz 

 

メモリ 4 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2倍の容量 

8 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2倍の容量 

 

大容量のキューブを含む大きな

モデルを使用するには、追加の

メモリが必要になることがあり

ます。 

ハードディスク 5 GB（インストールと一時ファ

イルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加

ディスク容量は、モデルの数、

容量、および複雑さによって異

なります。 

5 GB（インストールと一時ファ

イルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加

ディスク容量は、モデルの数、

容量、および複雑さによって異

なります。 
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OLAP Server 

このサーバーは、SAS Profitability Managementの OLAP分析をホストします。前述のサーバーとマ

シンを分ける必要はありません。パフォーマンスの理由から、Database Serverと統合することも可

能です。SAS OLAP Server 9.2は、SAS Enterprise BI Server 9.2 M3の一部としてインストールされ

ます。 

必要なソフトウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server SP2

（64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server R1 

SP2（32-bitまたは 64-bit） 

 Windows 2003 Server R2 

SP1（32-bitまたは 64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10

（SPARC） 

 

OLAP

分析 

SAS OLAP 

Server 

 

Windowsでの

み使用可能 

 SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 

M3 

 SAS OLAP Server 9.2 M3

（32-bitまたは、64-bitバー

ジョン）
2
 

 

次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/ODBC 5.1 

 Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools  

 SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 

M3 

 SAS OLAP Server 9.2 M3

（32-bitまたは、64-bitバー

ジョン）
2
 

 

次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/ODBC 

5.1 

 Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools  

Microsoft SQL 

Server 

Analysis 

Services 

Microsoft SQL Server Analysis 

Services 2005（SSAS）SP3

（32-bitまたは、64-bitバージョ

ン）
2
 

 

Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

または、 

Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools  

 

Microsoft SQL Server Analysis 

Services 2008（SSAS）SP1以

降（32-bitまたは、64-bitバージ

ョン）
2
 

 

Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

または、 

Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools  

 

１ SAS Profitability Management 7.1は、SAS OLAP Serverまたは、SSASなしで構成することができます。しか

し、SAS Profitability Management に含まれる OLAP 分析が機能しなくなります。OLAP 分析は、SAS OLAP 

Server、SSAS または、サードパーティの OLAP Server を必要に応じて外部的に使用するように構成すること

ができます。結果のキューブは、SAS Enterprise Guideなど外部OLAPビューアで参照することが可能です。 

2
 Microsoft SQL Server Analysis2005または、2008を使用している場合、HTTP access to OLAPのみ利用可能で
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す。HTTP access to OLAPは、SAS OLAP Serverを使用の際は、利用できません。 

必要なハードウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ デュアルプロセッサ 32-bit、 

2 GHz 

 

クアッドプロセッサ 64-bit、 

3.0GHz 

 

メモリ 4 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2倍の容量 

8 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2倍の容量 

 

大容量のキューブを含む大きなモ

デルを使用するには、追加のメモ

リが必要になることがあります。 

ハードディスク 5 GB（インストールと一時ファイ

ルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加デ

ィスク容量は、モデルの数、容

量、および複雑さによって異なり

ます。 

 

注意：OLAPキューブの処理に

は、かなり大量の追加ディスク容

量が必要になることがあります。

詳細は、営業担当者または、テク

ニカルサポートにお問い合わせく

ださい。 

 

5 GB（インストールと一時ファイ

ルのための容量） 

 

モデルストレージのための追加デ

ィスク容量は、モデルの数、容

量、および複雑さによって異なり

ます。 

 

注意：OLAPキューブの処理に

は、かなり大量の追加ディスク容

量が必要になることがあります。

詳細は、営業担当者または、テク

ニカルサポートにお問い合わせく

ださい。 

 

Calculation Server 

このサーバーには、SAS Profitability Management の計算エンジン（calculation engine）が含まれま

す。前述のサーバーとマシンを分ける必要はありません。 

必要なソフトウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server SP2

（64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10（SPARC） 

 

次のいずれか： 

 Windows 2003 Server R1 SP2

（32-bitまたは 64-bit） 

 Windows 2003 Server R2 SP1

（32-bitまたは 64-bit） 

 IBM AIX 6.1（Power PC） 

 Solaris version 10（SPARC） 

 

SAS 

コンポーネント 

 SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to ODBC 9.2 

M3 

 SAS/GRAPH 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to Oracle 

 SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to ODBC 9.2 

M3 

 SAS/GRAPH 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to Oracle 
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（Oracleを使用する場合） 

または、SAS/ACCESS to 

MySQL（MySQLを使用する

場合） 

 

（Oracleを使用する場合） 

または、SAS/ACCESS to 

MySQL（MySQLを使用する

場合） 

 

データアクセス 次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/ODBC 5.1 

 Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools 

次のいずれか： 

 Microsoft SQL Server Client 

Connectivity Tools 

 MySQL Connector/ODBC 5.1 

 Oracle Database 11g Client 

Connectivity Tools 

必要なハードウェア 

モデルの数とサイズは、ハードウェアに関連するパフォーマンスに影響を与えます。特定のサーバ

ープラットフォームが適しているかどうかは、主としてデータ容量に左右されます。下記の最低限

および推奨しているハードウェアプラットフォームは、目安として参照してください。最小のサー

バー構成は、ソフトウェアの実行に必要なだけの構成になっています。データ容量が増えると、同

時に実行時間も長くなります。より迅速な処理を実行するために、いずれサーバーのハードウェア

のアップグレードが必要になることが考えられます。 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ 
シングルプロセッサ 32-bit、2GHz 

 

デュアルプロセッサ 64-bit、

3.0GHz 

 

メモリ 4 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2 倍になりま

す。 

8 GB – スワップファイルサイズ

は、物理メモリの 2 倍になりま

す。 

 

大きなモデルを使用するには、追

加のメモリが必要になることがあ

ります。 

ハードディスク インストールと一時ファイル領域

のために 5 GBが必要です。 

 

インストールと一時ファイル領域

のために 5 GBが必要です。 

 

クライアント 

必要なソフトウェア 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

Windows XP Professional SP3 

（32-bit） 

 

Windows XP Professional SP3 

（32-bit） 

 

Windows Vista SP2（Enterprise、

Business、Ultimateエディション。

32-bitまたは、64-bitバージョン） 

 

Windows 7（Enterprise、Ultimate、

Professionalエディション。32-bit

または、64-bitバージョン） 

 

DHTML Editing Control for 
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Applications（Windows Vistaまた

は、Windows 7を使用の場合） 

SAS Enterprise 

Guide（オプション）
1
  

SAS Enterprise Guideの ABM Plug-

in 

SAS Enterprise Guideの ABM Plug-

in 

その他のオペレーテ

ィングシステムコン

ポーネント 

Microsoft .NET Framework 2.0 

および、 

Microsoft XML Parser 6.0
2 

 

上記に追加して次のいずれか 1つ

を選択： 

 Microsoft OLEDB for OLAP 9.0

（for SSAS 2005） 

 Microsoft OLEDB for OLAP 

10.0（for SSAS 2008） 

 SAS OLEDB for OLAP 9.2 M3

（for SAS OLAP Server）
3
 

 

Microsoft .NET Framework 2.0また

は 3.5および、 

Microsoft XML Parser 6.0
2 

 

上記に追加して次のいずれか 1つ

を選択： 

 Microsoft OLEDB for OLAP 9.0

（for SSAS 2005） 

 Microsoft OLEDB for OLAP 

10.0（for SSAS 2008） 

 SAS OLEDB for OLAP 9.2 M3

（for SAS OLAP Server）
3
 

 

Webブラウザ Windows XPに含まれている、

Microsoft Internet Explorer 6.0 SP3 

Microsoft Internet Explorer 8.0 

Adobe Acrobat Adobe Reader 9 Adobe Reader 9 

1
 必要に応じて、クライアントコンピュータに SAS Enterprise Guideをインストールできます。SAS Profitability 

Management パッケージには、「SAS Enterprise Guide Plug-In」が含まれています。これは、SAS Enterprise 

Guideから SAS Profitability Managementのパブリックテーブルや Information Mapへのアクセスを簡略化します。 

2
 Microsoft XML Parser 6.0は、通常 Internet Explorerの一部としてインストールされるため、別途インストール

する必要はありません。 

3
SAS OLEDB for OLAP 9.2は、通常 SAS Profitability Management Clientの一部としてインストールされるので、

別途インストールする必要はありません。 

必要なハードウェア 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ 1.0 GHz  3.0 GHz  

メモリ 2GB 3 GB  

ハードディスク 
1 GBの利用可能なディスク容量/ 

システムドライブ上に 1GBの利用

可能な容量 

インポートまたはエクスポートさ

れたモデルの xmlファイルのスト

レージのための追加ディスク容量

は、モデルの数、サイズ、複雑さ

に依存します。 

1 GBの利用可能なディスク容量/ 

システムドライブ上に 1GBの利用

可能な容量 

 

インポートまたはエクスポートさ

れたモデルの xmlファイルのスト

レージのための追加ディスク容量

は、モデルの数、サイズ、複雑さ

に依存します。 

画面の解像度 1024 x 768 ピクセルの解像度、

High Color（16-bit）のディスプレ

イ 

1280 x 1024 ピクセルの解像度、

True Color（32-bit）のディスプレ

イ 

ネットワーク 

帯域幅 

予定されている同時接続ユーザー

当たり、128kの利用可能な帯域幅 

予定されている同時接続ユーザー

当たり、128kの利用可能な帯域幅 
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スタンドアロンインストール 

スタンドアロンインストールは、Microsoft SQL Server を利用したシングル Windows マシンでのみ

利用可能です。 

必要なソフトウェア 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

オペレーティング 

システム 

Windows XP Professional SP3（32-

bit） 

または、 

Windows 2003 Server R1 SP2（64-

bit） 

Windows XP Professional SP3（32-

bit） 

または、 

Windows 2008 Server R1 SP2（32-

bitまたは、64-bit） 

または、 

Windows 2008 Server R2 SP1（32-

bitまたは、64-bit） 

または、 

Windows 7（32-bitまたは、64-bit） 

 

SASコンポーネント  SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Metadata Server 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to ODBC 9.2 M3 

 SAS/GRAPH 9.2 M3 

 SAS Foundation 9.2 M3 

 SAS Metadata Server 9.2 M3 

 SAS Workspace Server 9.2 M3 

 SAS/ACCESS to ODBC 9.2 M3 

 SAS/GRAPH 9.2 M3 

Webサーバー JBoss 4.2.0 EAP JBoss 4.3.0 EAP 

データベース Microsoft SQL Server 2005 Express 

Edition with Advanced Services SP2
2

（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server 2005 Standard 

Edition SP2 

（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server 2005 

Developer Edition SP2 

（32-bitまたは、64-bit） 

Microsoft SQL Server 2008 Express 

Edition with Advanced Services SP1

以降
2
（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server Standard 

Edition 2008 SP1以降 

（32-bitまたは、64-bit） 

 

Microsoft SQL Server 2008 

Developer Edition SP1以降 

（32-bitまたは、64-bit） 

メッセージキュー Java Message Services（JBoss、

WebLogicまたは、WebSphereの

Webサービスに含まれます） 

Java Message Services（JBoss、

WebLogicまたは、WebSphereの

Webサービスに含まれます） 

その他のオペレーテ

ィングシステムコン

ポーネント 

Microsoft .NET Framework 2.0また

は 3.5および、Microsoft XML 

Parser 6.0４
 

 

上記に追加して次のいずれか 1つ

を選択： 

 Microsoft OLEDB for OLAP 9.0

（for SSAS 2005） 

 Microsoft OLEDB for OLAP 

10.0（for SSAS 2008） 

 SAS OLEDB for OLAP 9.2 M3

（for SAS OLAP Server）
3
 

Microsoft .NET Framework 2.0また

は 3.5および、Microsoft XML 

Parser 6.0４
 

 

上記に追加して次のいずれか 1つ

を選択： 

 Microsoft OLEDB for OLAP 9.0

（for SSAS 2005） 

 Microsoft OLEDB for OLAP 

10.0（for SSAS 2008） 

 SAS OLEDB for OLAP 9.2 M3

（for SAS OLAP Server）
3
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OLAP 

Analysis 
3 
 

SAS SAS OLAP Server 9.2 M3 SAS OLAP Server 9.2 M3 

Microsoft Microsoft SQL Server Analysis 

Services 2005（SSAS）SP2 

Microsoft SQL Server Analysis 

Services 2008（SSAS）SP2以降 

Java for JBoss 

4.2/4.3 
JDK 1.5.15 

JDK 1.5.15 

Java診断ツール JUnit 4.0 JUnit 4.0 

Web ブラウザ Microsoft Internet Explorer 6.0  Microsoft Internet Explorer 8.0 

Adobe Acrobat Adobe Reader 9 Adobe Reader 9 

データベースソフトウェア 

Microsoft SQL Server 2005 Driver for 

JDBCおよび、Microsoft SQL 

Server 2005 Client Connectivity 

Tools 

Microsoft SQL Server 2005 Driver for 

JDBCおよび、Microsoft SQL 

Server 2005 Client Connectivity 

Tools 

1
 SQL Server Standard Editionは、サーバーオペレーティングシステムが必須です。 

2
 SQL Server 2005 Express Editionはフリーです。これは、Microsoft SQL Serverの機能が限定されたバージョン

です。このバージョンでは、OLAP分析はサポートされていません。したがって、MSASを使用した統合 OLAP

分析は利用できません。しかしながら、統合 OLAP分析は、SAS OLAP Serverを使用するように設定できます。 

3
 SAS Profitability Management 7は、SAS OLAP Serverまたは、SSASを除いて設定できます。しかしながら、

その場合、SAS Profitability Management から OLAP 分析が機能しなくなります。OLAP 分析は、必要に応じて、

外部的に SAS OLAP Server、SSASまたはサードパーティの OLAP Serverを使用するように設定できます。分

析結果のキューブは、SAS Enterprise Guideなどの外部のOLAPビューアで参照することが可能です。 

4
 Microsoft XML Parser 6.0は、Internet Explorerの一部として通常インストールされるので、別途インストール

する必要はありません。 

必要なハードウェア 

モデルおよび関連する分析キューブの数と容量は、ハードウェアのすべてのパフォーマンスに影響

を与えます。特定のサーバープラットフォームの使用可否は、主にデータのボリュームに依存しま

す。最低限および推奨しているハードウェアプラットフォームは、目安として参照してください。

最低限のサーバー構成は、ソフトウェアの実行に必要なだけの構成になっています。データボリュ

ームが増えると、同時に実行時間も長くなります。より迅速に処理を実行するために、いずれハー

ドウェアのアップグレードが必要になることが考えられます。デスクトップ PC とサーバーPC では、

相対的にパワーに差があり、また、スタンドアロンインストールでは、クライアントソフトウェア

とサーバーソフトウェアの両方を実行しなければならないため、多くの場合、クライアント/サーバ

ーインストールと同等の動作は期待できません。 
 

 最低限必要な構成 推奨している構成 

プロセッサ デュアルプロセッサ 32-bit、2.0 

GHz  

デュアルプロセッサ 64-bit、3.0 

GHz  

メモリ 2GB – スワップファイルサイズは、

物理メモリの 2倍になります。 

4GB – スワップファイルサイズは、

物理メモリの 2倍になります。 
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ハードディスク インストールと一時ファイル領域の

ために 30 GBが必要です。 

 

モデルストレージのための追加ディ

スク容量は、モデルの数、容量、お

よび複雑さによって異なります。 

 

注意：OLAPファクトテーブルおよ

びキューブの処理には、場合によっ

てはかなり大量の追加ディスク容量

が必要になります。詳細は、営業担

当者もしくは、テクニカルサポート

にご相談ください。 

インストールと一時ファイル領域の

ために 30 GBが必要です。 

 

モデルストレージのための追加ディ

スク容量は、モデルの数、容量、お

よび複雑さによって異なります。 

 

注意：OLAPファクトテーブルおよ

びキューブの処理には、場合によっ

てはかなり大量の追加ディスク容量

が必要になります。詳細は、営業担

当者もしくは、テクニカルサポート

にご相談ください。 
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